
暑
い
夏
で
し
た

相談役
近藤　昌之

柔道整復科　昭和55年卒

会　長
牛込　信喜

柔道整復科　昭和43年卒

副会長
金谷　義孝

鍼灸マッサージ科　平成８年卒

理事 事業部
大久保秀夫

鍼灸科　昭和54年卒

理事 経理部
各務　一英

柔道整復科　昭和61年卒

理　事
浅宮　音丸

柔道整復科　昭和55年卒

理　事
西沢　成章

柔道整復科　昭和54年卒

監　事
内山　真喜

鍼灸マッサージ科　昭和37年卒

監　事
長尾　雅人

鍼灸マッサージ科　平成９年卒

理　事
柿沼　貴子

鍼灸科　平成11年卒

理事 学術部
林　　云海

柔道整復科　平成15年卒
鍼灸マッサージ科　平成16年卒

理事 総務部
半田　光男

柔道整復科　昭和50年卒

副会長
船水　隆広

鍼灸マッサージ科　平成10年卒
鍼灸マッサージ教員養成科　平成13年卒

理事 学術部
市原　明彦

柔道整復科　昭和55年卒

理事 経理部
倉持　栄一

柔道整復科　昭和50年卒
鍼灸マッサージ科　昭和53年卒

理事 総務部
堀口三恵子

鍼灸科　平成２年卒

相談役
山下　豊仁

鍼灸マッサージ科　昭和52年卒

相談役
菊池　本明

鍼灸マッサージ科　昭和37年卒
柔道整復科　昭和39年卒

相談役
石森　勇治

柔道整復科　昭和55年卒

相談役
櫻井　　弘

柔道整復科　昭和38年卒

東京医療専門学校・呉竹会　新役員

理　事
塚原　　剛

柔道整復科　昭和57年卒

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元

気
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
今
年
の
夏

は
、
全
世
界
的
に
猛
暑
で
、
山
火
事
や
洪
水

の
被
害
が
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て
お
り
ま

し
た
。
一
度
は
終
息
を
み
せ
た
コ
ロ
ナ
も
、

最
近
ま
た
増
え
始
め
た
の
で
、
会
員
の
皆
様

に
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
台
風
の
影
響
で
被
害
に
遭
わ
れ
た

会
員
様
に
は
、
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

世
界
的
な
異
常
気
象
や
戦
争
の
た
め
、
じ

わ
じ
わ
と
物
価
が
上
昇
し
、
特
に
燃
料
は
高

騰
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
冬
に
向

か
っ
て
心
配
で
す
。
ま
た
、
食
用
、
飼
料
用

の
穀
類
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
高
騰
し
て
い
る

た
め
、鶏
卵
や
牛
乳
な
ど
も
、更
に
高
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
日
常
的
に
利
用
す

る
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
、
食
品
価
格
の

上
昇
を
皆
様
も
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

現
在
、
政
府
が
進
め
て
い
る
健
康
保
険
証

と
一
体
化
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
以
下
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
）
に
つ
い
て
、
我
々
の
業
界

は
施
術
所
に
設
置
す
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の

導
入
、
及
び
レ
セ
プ
ト
の
電
子
化
の
遅
れ
か

ら
、
未
だ
正
式
な
対
応
は
決
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
理
由
と
し
て
は
政
府
か
ら
の
説
明
や

援
助
が
な
い
こ
と
、
ま
た
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
自

体
の
安
全
性
が
不
明
だ
か
ら
で
す
。
さ
ら
に

言
え
ば
、
健
康
保
険
証
に
代
わ
り
身
分
証
明

に
も
な
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
高
齢
者
を

対
象
に
暗
証
番
号
設
定
不
要
の
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
検
討
が
な
さ
れ
、
我
々
も
ど
の
よ
う
に

準
備
す
れ
ば
よ
い
か
現
段
階
で
全
く
不
明
だ

か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
猛
暑
や
物
価
上
昇
の
影
響
で
、
患

者
様
の
足
が
遠
の
い
て
い
る
院
が
増
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

我
々
個
々
の
努
力
で
は
難
し
い
か
と
思
い
ま

す
が
、患
者
様
に
心
を
込
め
た
施
術
を
行
い
、

患
者
様
の
声
に
日
々
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と

が
、
こ
ん
な
時
で
す
か
ら
ま
す
ま
す
必
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
は
未
認

可
の
整
体
や
中
国
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
が
増
え
て
競
合
し
て

い
る
の
も
、
一
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

過
日
、
前
校
長
の
齋
藤
秀
樹
先
生
よ
り
お

伺
い
し
た
こ
と
で
す
が
、
当
校
は
文
部
科
学

省
か
ら
一
般
的
な
専
門
学
校
よ
り
も
高
ラ
ン

ク
の
「
職
業
実
践
専
門
課
程
」
の
認
定
校
に

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
「
企
業
や

団
体
と
連
携
し
た
実
習
や
実
技
を
通
じ
、
職

業
に
必
要
な
実
践
的
授
業
を
重
視
し
て
い
る

専
門
学
校
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
ゆ

え
に
、
卒
業
生
と
学
校
の
連
携
が
今
ま
で
以

上
に
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

暑
い
夏
で
し
た

呉
竹
会
会
長
　
牛
込
　
信
喜

東京医療専門学校・呉竹会　新役員

く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
け
だ
よ
り
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元
横
綱
白
鳳
関
の
帯
同
ト
レ
ー
ナ
ー
が
実
技
を
披
露

呉
竹
会
総
会
、
講
演
会
を
開
催

卒業生の集い卒業生の集い
　～同業種交流会の夕べ～　～同業種交流会の夕べ～

を開催を開催

　

令
和
五
年
五
月
二
十
八
日
（
日
）、

四
ツ
谷
駅
前
の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ

フ
に
て
令
和
五
年
度
東
京
医
療
専
門

学
校
呉
竹
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

在
校
生
、
卒
業
生
、
教
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
牛
込
信
喜
会
長
の
あ
い
さ

つ
、村
上
哲
二
校
長
の
祝
辞
の
あ
と
、

令
和
四
年
度
事
業
報
告
、決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
令
和
五
年
度
事
業
計
画
案
、

予
算
案
の
発
表
が
あ
り
、
新
規
約
に

つ
い
て
事
務
局
建
石
事
務
長
よ
り

　

呉
竹
総
会
・
講
演
会
の
あ
と
は

十
七
時
か
ら
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ

に
て
「
卒
業
生
の
集
い
〜
同
業
種
交

流
会
の
夕
べ
〜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
新
規
約
は
呉

竹
学
園
創
立
百
周
年
に
向
け
、
シ
ン

プ
ル
か
つ
明
快
な
校
友
会
活
動
を
促

進
す
る
目
的
で
、
特
に
役
員
に
関
す

る
規
約
に
つ
い
て
改
定
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
改
選
で
は
同
年
四
月
の

理
事
会
で
選
任
さ
れ
た
牛
込
信
喜
会

長
、
金
谷
義
孝
副
会
長
、
船
水
隆
広

副
会
長
が
継
続
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
元
横
綱
白
鵬
関
に
九

年
間
百
三
十
日
以
上
帯
同
し
た
大
庭

大
業
（
お
お
ば
・
と
も
な
り
）
先
生

に
よ
る「
横
綱
を
支
え
た
、コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
ス
キ
ル
」
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
庭
先
生
は
白
鵬
関

の
強
さ
の
秘
訣
に
つ
い
て「
計
画（
Ｐ

Ｌ
Ａ
Ｎ
）、実
行
（
Ｄ
Ｏ
）、評
価
（
Ｃ

Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）、改
善（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
）

の
『
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
』
を
し
つ

こ
く
繰
り
返
し
、勝
つ
た
め
の
戦
略
、

準
備
、
確
認
を
怠
ら
ず
、
常
に
最
善

を
尽
く
し
て
い
た
。
自
分
の
身
体
と

真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
た
」と
紹
介
。

参
加
者
へ
は
「
患
者
さ
ん
の
身
体
に

よ
い
言
葉
を
浴
び
て
も
ら
う
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
臨
床
家
は
普
段
か
ら

自
分
の
発
す
る
言
葉
に
注
意
し
て
ほ

し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。
言
葉
と

と
も
に
臨
床
家
の
日
常
の
感
情
、
雰

囲
気
も
伝
わ
る
た
め
、「
自
分
の
機

嫌
は
自
分
で
と
る
。
治
療
力
が
上
が

る
空
間
を
自
ら
つ
く
る
よ
う
に
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
は
壇
上
に
治
療
用

ベ
ッ
ド
が
用
意
さ
れ
、
大
庭
先
生
は

在
校
生
や
卒
業
生
の
肩
や
首
、
腕
の

不
調
を
聞
き
な
が
ら
各
症
状
に
対
す

る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
法
を
披
露

し
ま
し
た
。
立
位
で
肋
骨
と
肩
甲
部

へ
、
背
臥
位
で
頚
椎
へ
、
座
位
で
僧

帽
筋
へ
、
な
ど
な
ど
。
僧
帽
筋
を
両

手
で
つ
か
ん
で
引
き
上
げ
、
前
後
に

動
か
し
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、「
鍼

も
押
す
（
刺
入
）
だ
け
で
な
く
引
く

こ
と
で
血
行
を
改
善
さ
せ
る
」
と
述

べ
、
鍼
施
術
と
の
共
通
点
を
示
し
ま

し
た
。

令
和
５
年
度

た
。
当
日
は
教
職
員
、
卒
業
生
合
わ

せ
て
約
三
十
名
が
参
加
。
村
上
校
長

の
乾
杯
の
ご
発
声
の
あ
と
は
、
お
酒

を
片
手
に
世
代
を
超
え
た
卒
業
生
と

の
交
流
・
情
報
交
換
や
、
恩
師
の
先

生
と
学
生
時
代
の
懐
か
し
い
話
な

ど
、
尽
き
な
い
話
題
で
大
い
に
盛
り

あ
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
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１．呉竹会基金の募集
２．発足支部会の活動援助
 （10支部）
３．「くれたけだより」の発行
　　令和４年５月　第53号　9,000部
　　令和４年10月　第54号　9,000部
４．呉竹医学会への協賛
 　令和４年10月８日
５．コロナ対策助成金支援
　　 在校生462人クオカード3,000円
配布

　　 （呉竹会として全体の半分の費
用を負担）

６． 鍼灸マッサージ教員養成科卒
業論文の贈呈　令和５年３月

７． 令和４年度東京医療専門学校
卒業式

　　呉竹会賞表彰
　　令和５年３月16日
　　　鍼灸マッサージ科　　２名
　　　鍼灸科　　　　　　　２名
　　　柔道整復科　　　　　３名
　　　鍼灸マッサージ教員養成科　１名

令和４年度　事業報告

１．呉竹会基金の募集

２．発足支部会の活動援助

 （10支部）

３．「くれたけだより」の発行

　　令和５年５月　第55号　8,000部

　　令和５年10月　第56号　8,000部

４．呉竹医学会への協賛

 　令和５年９月30日

５． 鍼灸マッサージ教員養成科卒

業論文の贈呈　令和６年３月

６． 令和４年度東京医療専門学校

卒業式

　　呉竹会賞　表彰

　　令和６年３月11日

　　　鍼灸マッサージ科　　２名

　　　鍼灸科　　　　　　　２名

　　　柔道整復科　　　　　３名

　　　鍼灸マッサージ教員養成科　１名

令和５年度　事業計画

令和５年度　予　　　算
（令和５年４月１日～令和６年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和４年度決算 令和５年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 5,399,333 5,514,178
２．100周年記念準備金取崩 0 0
３．会 費 4,530,000 4,650,000 新会員＠30,000×155名
４．預 金 利 子 113 1,000
５．補 助 金 500,000 500,000
６．雑 収 入 1,091,910 1,100,000
収　入　合　計 11,521,356 11,765,178

支出の部
費　　　　　目 令和４年度決算 令和５年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 3,476,957 3,730,000
　⑴人 件 費 0 0
　⑵一 般 経 費 3,476,957 3,730,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 複写機リース料、パフォーマンスチャージ等
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,457,477 2,400,000 くれたけだより
　　　交 通 費 126,170 200,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 893,310 1,100,000 くれたけだより、呉竹医学会抄録
　　　会 議 費 0 30,000
　　　雑 費 0 0
２．活 動 費 1,530,221 1,750,000
　⑴総 会 費 33,411 200,000 特別講演費用、運営費
　⑵理 事 会 費 5,260 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 0 0
　⑷表 彰 費 40,000 60,000 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 0 60,000
　⑹慶 弔 費 31,000 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 387,550 700,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 0
　⑾学内同好会補助費 40,000 80,000 ４同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 200,000
　⒀コロナ対策助成金 693,000 0
　⒁物価高対策助成金 0 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 1,000,000 1,000,000
　⑴運 営 活 動 準 備 0 期末残高 0円
　⑵100 周年記念準備 1,000,000 1,000,000 期末残高 300万円
　　予備費／次期繰越金 5,514,178 5,285,178
支　出　合　計 11,521,356 11,765,178

令和４年度　決 算 報 告 書
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和４年度予算 増減（決算－予算） 令和４年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 5,399,333 0 5,399,333
２．100周年記念準備金取崩 0 0 0
３．会 費 4,530,000 0 4,530,000 新会員＠30,000×151名
４．預 金 利 子 1,000 -877 113
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 800,000 286,910 1,091,910
収　入　合　計 11,230,333 286,023 11,521,356

支出の部
費　　　　　目 令和４年度予算 増減（決算－予算） 令和４年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 3,630,000 －153,043 3,476,957
　⑴人 件 費 0 0 0
　⑵一 般 経 費 3,630,000 －153,043 3,476,957
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,400,000 57,477 2,457,411 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 400,000 －273,830 126,170 役員会他交通費
　　　印 刷 費 800,000 93,310 893,310 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 0 0 0
　　　雑 費 0 0 0
２．活 動 費 2,200,000 -669,779 1,530,221
　⑴総 会 費 100,000 -66,589 33,411
　⑵理 事 会 費 0 0 5,260
　⑶呉 竹 祭 費 0 0 0（中止）
　⑷表 彰 費 60,000 －20,000 40,000 卒業式記念品代
　⑸学校行事協賛費 60,000 －60,000 0 柔道大会不参加
　⑹慶 弔 費 100,000 －69,000 31,000
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0 0
　⑼支 部 補 助 費 700,000 －312,450 387,550 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 80,000 －40,000 40,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 0 300,000
　⒀コロナ対策助成金 800,000 －107,000 693,000
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特別会計組入額 1,000,000 0 1,000,000
　⑴運 営 活 動 準 備 0 0 0
　⑵100 周年記念準備 1,000,000 0 1,000,000 期末残高 200万円
　　予備費／次期繰越金 4,400,333 1,108,845 5,514,178
支　出　合　計 11,230,000 286,023 11,521,356

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　令和５年３月31日　　　　　　　会　計　倉持　栄一 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　令和５年５月10日　　　　　　　監　事　内山　真喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　雅人 ㊞

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～令和５年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年度別 会員よりの受入 呉竹会より 受入合計 利息組入 基金合計人数 金額
前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,352,114 36,365,387
令和４年度 0 0 0 0 3,277 3,277
計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,355,391 36,368,664

　在校生の学校生活はもちろん、教職員・卒業生のコト、イベ
ント情報（ゼミや勉強会）学校周辺ネタ、業界最新情報などな
ど、日々更新中です！
　タメになること、楽しい情報を発信していますので、ぜひフォ
ロー＆「いいね！」
　お願いします！ こんな情報あったら
いいな、というご意見も大歓迎です☆彡

東京医療専門学校の公式 SNSはご存知ですか？

東京医療専門学校＊公式SNS
フォロー＆「いいね！」お願いします！

●YouTube
「呉竹学園チャンネル」 ●LINE ●X（旧Twitter） ●Facebook ●Instagram ● 東京医療専門

学校
　ホームページ

こちらから

フォローし
てね！
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令和６年、四谷エリアに令和６年、四谷エリアに
新本館が完成します！新本館が完成します！

　

卒
業
生
に
は
懐
か
し
い
旧
本
館
を

解
体
し
、
三
年
が
か
り
で
建
築
を
進

め
て
き
た
新
本
館
が
、
約
半
年
後
の

令
和
六
年
三
月
竣
工
予
定
と
な
り
ま

す
。
竣
工
後
は
同
月
中
に
引
っ
越
し

を
行
い
、
四
月
か
ら
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
科
・
鍼
灸
科
Ⅰ
部
及
び
鍼
灸
科 

夜
間
特
修
コ
ー
ス
が
新
本
館
で
の
授

業
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
同
年
九
月
か
ら
代
々
木
校

舎
の
各
科
も
移
動
し
ま
す
。
柔
道
整

復
科
は
新
本
館
へ
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
教
員
養
成
科
は
四
谷
校
舎
五
号
館

へ
移
り
、
全
て
の
学
科
が
令
和
六
年

度
中
に
四
谷
エ
リ
ア
に
集
約
い
た
し

ま
す
。

●新本館
地下２階、地上４階、奥行き70ｍ

●新本館２階 学生ラウンジ
授業のあとのホッとした時間を、クラスメイトと過ごすひととき。
ランチや、ティータイムは、大きな窓の外に広がる木々を眺めな
がら。
その日の気分やグループに合った座席が配置されています。

●新本館Ｂ２Ｆ 図書室・自習室
古典から現代、東洋から西洋、在学３年間の知識欲を、十分に満
たす書籍があります。チョイ読み椅子、しっかり読書コーナー、
自習エリアなど、個々のニーズにあわせた利用が可能です。

●新本館 令和５年７月時点

●新本館１階 コミュニケーションエリア
日々の学習の質問や、生活面の相談は、先生方との気軽なコミュニ
ケーションから。
１階のコミュニケーションエリアは教職員との距離が近い、呉竹ら
しい雰囲気を広いスペースで再現しました。
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令和６年４月より校名が変わります令和６年４月より校名が変わります

　1926年に開校されて以来、学校名は時代や法律に併せ
て変更されてきました。東洋温灸医学院（1926年10月～）、
東京高等鍼灸医学校（1931年10月～）、東京高等鍼灸学校

（1949年2月～）、東京鍼灸柔整専門学校（1976年9月～）、
そして1986年４月に現在の東京医療専門学校になりまし
た。
　今般創立100周年という喜ばしい節目を迎えるにあた
り、横浜・大宮の姉妹校と共に学校名を変更いたします。
外部の方にはどの学校も「呉竹」であることを認識しや
すく、また、次の100年に向けたリブランディングとして
下記の通り変更いたします。

　学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金も皆様のご協
力をもちまして多くの卒業生の方より賛同を得ることがで
きました。この場をもちまして厚く御礼を申しあげます。
　記念事業の一環である、四谷本部校舎の建て替え工事につ
きましては、現在も順調に進んでおり、徐々に大きくなる新
本館に期待が膨らむばかりです。新校舎の建築状況や、その
他記念事業につきましても、継続してくれたけだよりや学校
ＨＰにてお知らせしてまいります。
　呉竹会会員の皆様方には更なるご理解とご協力をたまわ
れればと思い、今年度の春号に振込用紙をお送りしておりま

東京医療専門学校東京医療専門学校はは
東京呉竹医療専門学校東京呉竹医療専門学校へへ

東京医療専門学校　　　⇒　東京呉竹医療専門学校

呉竹鍼灸柔整専門学校　⇒　横浜呉竹医療専門学校

呉竹医療専門学校　　　⇒　大宮呉竹医療専門学校

学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金について学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金について
す。「100周年記念事業募金」に関するお問い合わせがござい
ましたら、下記の「法人事務局　寄付金募集係」までお問い
合わせください。呉竹会会員の皆様方のご理解・ご協力を賜
れますよう重ねてお願い申しあげます。

〔お問い合せ先〕
学校法人呉竹学園 法人事務局 寄付金募集係
〒160-0004 東京都新宿区四谷2-9-5
TEL 03-5362-3776



４
年
ぶ
り

４
年
ぶ
り
にに
体
育
大
会

体
育
大
会
をを
開
催
！

開
催
！

フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
墨
田
フ
ィ
ー
ル
ド
（
墨
田
区
総
合
運
動
場
）
に
て

フ
ク
シ
・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
墨
田
フ
ィ
ー
ル
ド
（
墨
田
区
総
合
運
動
場
）
に
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
中
止
し
て
い
た
東

京
校
の
体
育
大
会
が
、
令
和
五
年
五

月
二
日
、
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
薫
風
は
ま
だ
肌
寒
い
な
が
ら

も
快
晴
に
恵
ま
れ
、
心
地
よ
い
天
候

の
も
と
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
、
鍼
灸

科
、
柔
道
整
復
科
、
教
員
養
成
科
の

学
生
計
三
百
六
十
二
人
と
教
職
員
が

集
い
ま
し
た
。
場
所
は
フ
ク
シ
・
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
墨
田
フ
ィ
ー
ル
ド

（
墨
田
区
総
合
運
動
場
）。
今
大
会
が

初
め
て
の
使
用
で
し
た
が
、
人
工
芝

が
美
し
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
整
備
は

行
き
届
き
、
円
滑
な
進
行
を
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

四
月
に
東
京
校
校
長
に
着
任
し
た

村
上
哲
二
校
長
の
あ
い
さ
つ
、
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
科
三
年
生
の
野
宮
唱
鼓

さ
ん
の
選
手
宣
誓
、
教
員
養
成
科
二

年
生
指
導
の
準
備
体
操
の
あ
と
、
柔

道
整
復
科
専
任
教
員
の
池
亀
耕
太
先

生
の
実
況
で
競
技
が
始
ま
り
ま
し

た
。
放
送
の
担
当
は
鍼
灸
科
・
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
科
専
任
教
員
の
上
利
文

子
先
生
。
学
生
は
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
科
は
赤
色
、
鍼
灸
科
は
黄
色
、
柔

道
整
復
科
は
青
色
、
教
員
養
成
科
は

白
色
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
ビ
ブ
ス
を

身
に
つ
け
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
玉
入
れ
、
借
り
物
競
走
、

男
女
混
合
リ
レ
ー
、
障
害
物
競
争
、

大
玉
転
が
し
、
綱
引
き
、
大
縄
跳
び

と
続
き
、
男
女
混
合
リ
レ
ー
と
綱
引

き
は
予
選
と
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
女
混
合
リ
レ
ー
で
は
予
選
を

勝
ち
上
が
っ
た
六
チ
ー
ム
に
よ
る
決

勝
に
て
、
柔
道
整
復
科
三
年
生
が
勝

利
を
お
さ
め
ま
し
た
。
綱
引
き
は
鍼

灸
科
と
教
員
養
成
科
が
決
勝
で
ぶ
つ

か
り
、教
員
養
成
科
が
勝
ち
ま
し
た
。

本
気
の
競
い
合
い
が
展
開
さ
れ
、
リ

レ
ー
に
出
場
し
た
学
生
か
ら
は
「
来

年
は
走
る
距
離
を
も
っ
と
長
く
し
て

ほ
し
い
。
抜
か
す
に
抜
か
せ
な
い
」

と
の
要
望
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

一
年
一
組
。（
左
下
写
真
）
大
会
の

一
カ
月
前
に
入
学
し
た
ば
か
り
の
一

年
生
が
団
結
し
、
優
勝
の
賞
状
と
景

品
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
参

加
者
か
ら
大
会
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
リ
ク
エ
ス

ト
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
学
生
や

職
員
がInstagram

、Twitter

に

「
＃
東
京
医
療
専
門
学
校
」
を
つ
け

て
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
投
稿
す
る
と
、

実
行
委
員
が
確
認
し
、
音
響
担
当
者

に
伝
え
て
リ
ク
エ
ス
ト
曲
を
大
音
響

で
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
身
に
つ

け
た
写
真
と
「
＃
東
京
医
療
専
門
学

校
＋
所
属
チ
ー
ム
」
をInstagram

に
投
稿
す
る
と
、
チ
ー
ム
に
一
ポ
イ

ン
ト
が
得
点
さ
れ
る
と
い
っ
た
試
み

も
あ
り
ま
し
た
。
題
し
て
「
う
ち
の

チ
ー
ム
はInstagram

で
勝
つ
！
」。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
新
し
い
取
り
組
み
も

お
お
い
に
大
会
を
盛
り
上
げ
、
大
会

終
了
後
は
学
生
か
ら「
楽
し
か
っ
た
」

「
真
剣
に
勝
ち
に
い
っ
た
」
な
ど
の

感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支 部 活 動 報 告

長 野 支 部
　呉竹会長野県支部の総会が、去
る７月９日（日）に、実に７年ぶ
りに開催されました。
　西沢会長、菊池顧問をはじめ、
菊池理事、事務局の今村先生など、
頼もしい中堅の先生が多数参加さ
れ、呉竹本部からは、坂本理事長、
齊藤校長（呉竹医療専門学校）、
金谷先生（東京医療専門学校呉竹
会副会長）、山岸先生（呉竹医療
専門学校呉竹会会長）、その他長
野全県から約20名が参加し、支部

呉竹会長野県支部総会・講演会　レポート
会規程の説明および会計報告があ
りました。東京医療専門学校の建
石事務長からは、呉竹学園および
学校の近況について紹介があり、
呉竹会と姉妹校を含めた学校が一
体となって地方会を盛り上げ、卒
業後の相互交流と研鑽、新たな医
療人材発掘に取り組むことは、呉
竹会長野県支部の今一度の活性化
と、長野県の業界の活性化にもつ
ながると述べました。
　また、総会に続く形で、長野県

支部の有賀大祐先生による講演会
が実施されました。演題は「プロ
アスリートに触れ続けて得た手法　
〜手技療法を中心に実技披露〜」。
有賀先生による「異常なこりを検
知する技法」を体験しベッドサイ
ドに集まって皆真剣な眼差しで受
講しました。
　総会・講演会終了後は、懇親会
が同会場で催されました。本会は、

平成２年に現相談役の菊池本明先
生が創立され、30年以上に渡り継
続してきた歴史ある呉竹地方会で
す。大先輩から、中堅、若手まで、
世代を超えた交流となり、昔から
現在の近況まで話題は尽きませ
ん。今後も、長野県の呉竹卒業生
の横のつながりを大切にしていこ
うと語り合い、皆で記念写真を撮
って、閉会となりました。
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令
和
五
年
七
月
二
十
日
に
東
京
都

立
田
無
高
等
学
校
に
て
出
張
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
ご
参
加
い
た
だ

い
た
の
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
一
・
二
年

生
約
三
十
人
。
夏
休
み
前
午
前
授
業

終
わ
り
の
と
こ
ろ
、
午
後
の
お
時
間

を
い
た
だ
い
て
の
実
施
で
す
。
今
回

は
柔
道
整
復
科 

専
任
教
員
の
高
橋

光
生
先
生
が
担
当
。
試
合
・
練
習
後

に
使
え
る
ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て
の

講
義
依
頼
で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ト

レ
ッ
チ
を
中
心
と
し
た
内
容
か
ら
、

最
後
は
足
関
節
の
テ
ー
ピ
ン
グ
ま
で

九
十
分
間
で
行
い
ま
し
た
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
は
、
ま
ず
柔
軟
性

の
評
価
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

二
人
一
組
に
な
っ
て
も
ら
い
四
つ
の

評
価
項
目
の
試
験
に
よ
り
五
点
満
点

で
体
の
硬
さ
を
確
認
。
現
在
の
自
分

の
体
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
現
役
の
サ
ッ
カ
ー

部
な
だ
け
あ
っ
て
高
得
点
（
高
い
ほ

ど
柔
軟
性
が
あ
る
）
の
方
が
多
い
も

の
の
、
中
に
は
改
め
て
自
身
の
体
の

硬
さ
を
確
認
し
驚
く
学
生
さ
ん
も
。

そ
の
後
は
股
関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を

説
明
し
、
ス
ト
レ
ッ
チ
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
ピ
ン
グ
で
は
伸
縮
テ
ー
プ
を

使
っ
た
足
関
節
の
固
定
法
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
テ
ー
ピ
ン
グ
を
扱

う
こ
と
が
初
め
て
の
学
生
が
多
く
、

皆
さ
ん
笑
顔
な
が
ら
も
悪
戦
苦
闘
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
事
務
局

よ
り
柔
道
整
復
師
、
鍼
灸
師
の
国
家

資
格
に
つ
い
て
の
説
明
行
い
授
業
は

終
了
し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
出
張
授
業
を
通
し
て
、
学
生
に
楽

し
み
な
が
ら
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　図書室（四谷）では、本校の研究紀要集、教員養成科卒業論文集のほかに他校から寄贈された卒業論文集
や研究紀要集も収蔵しています。
　この度、『関西医療大学紀要』、『中和鍼灸専門学校卒業論文集』、『筑波大学理療科教員養成施設紀要』（ア
イウエオ順）が揃いました。
　収集に際し『関西医療大学紀要』Ｓ先生、『中
和鍼灸専門学校卒業論文集』Ｎ先生、『筑波大
学理療科教員養成施設紀要』Ｔ先生のご尽力を
賜りました。心より感謝いたしております。紙
面を借りてお礼を申しあげますとともに、収蔵
しましたことを報告させていただきます。
　なお、貸出し可能なのは本校の紀要と卒業論
文集のみになります。
　他の資料集は図書室内での閲覧が可能ですの
で、どうぞご利用ください。

（図書係　棚辺）

令和５年卒後臨床研修講座卒卒卒卒卒 研研研研研
講 座 名 開講日時（予定）／

受講料／申込期間 講 師 ／ 講 義 内 容

臨床に役立つ
「腹診と吸角療法」

10月22日（日） 高野　耕造　先生　グリーンリーフ治療院院長　東京医療専門学校　講師

13：30 ～ 16：40 鍼灸マッサージ教員養成科で中医臨床を担当され、四谷校舎でもその技を授業で間近に体験され、印象深く覚えてい
る方も多い高野耕造先生。『ツボの探し方・押し方』・『火龍筒連続吸角療法―基本と応用』・『臨床に役立つ奇経八脈
の使い方』といった著書も出版されています。今回は臨床に役立つ「腹診と吸角療法」をご紹介いたします。3,000円

９月19日（火）～ 10月３日（火）

臨床に役立つ
「灸治療の考え方と実際」

11月３日（金） 三村　直巳　先生　東京医療専門学校　鍼灸科・鍼灸マッサージ科　専任教員　博士（医学）

13：30 ～ 16：40 越石鍼灸院での紫雲膏灸の臨床経験からお灸に魅せられ、灸の免疫系への作用の研究で医学博士も取得した三村直巳
先生。東京医療専門学校「お灸同好会」顧問も務めています。卒業してからお灸に触れていない方、もう一度お灸に
ついて学び直しませんか。今回は臨床に役立つ「灸治療の考え方と実際」をご紹介します。

【持ち物】①短パン・Ｔシャツのような動きやすい服装（更衣室があります）、②お灸道具（上級もぐさ、線香、ライター、
灰皿）※紫雲膏、綿棒、綿花はこちらで用意します。

3,000円

10月３日（火）～ 10月17日（火）

臨床に役立つ
「良導絡自律神経調整療法」

12月17日（日） 齊藤　秀樹　先生　呉竹医療専門学校　校長

13：30 ～ 16：40 東京医療専門学校 前校長で、現在、呉竹医療専門学校 校長、日本良導絡自律神経学会 副会長も務められる齊藤秀樹
先生。コロナ禍では卒後臨床セミナーが見送られておりましたが、今回、受講できなかった卒業生への想いに応え、
卒後臨床セミナーを開催致します。臨床の技を増やしたい卒業生の皆様、今回は臨床に役立つ「良導絡自律神経調整
療法」をご紹介します。

3,000円

11月14日（火）～ 11月28日（火）

出張授業報告

図書室からのお知らせ�

都立田無高校都立田無高校
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　「
く
れ
た
け
だ
よ
り
秋
号
」
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
維
持
会
費

に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
四
年
度
後
期
か
ら
令
和
五
年
度
前
期
ま
で

に
九
十
九
名
の
方
々
よ
り
四
十
三
万
三
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
篤
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
今
号
の
ご
協
力
者
一
覧
に
は
、
令
和
四
年
九
月
一
日
よ
り
令
和

五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
・

卒
業
学
科
（
二
学
科
以
上
を
ご
卒
業
の
方
は
ご
芳
名
の
下
に
※
を

記
載
）・
卒
業
年
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
金
額
の
記
載
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
九
月
以
降
に
維
持
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、
来
年
度
の
「
く
れ
た
け
だ
よ
り
秋
号
」
に
掲
載
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
校
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

鍼
　
　
灸
　
　
科

柔
道
整
復
科

教
員
養
成
科

そ
　
の
　
他

ご協力ありがとう
ございます

マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

〒160-0008 
東京都新宿区四谷三栄町16-12

東京医療専門学校内
電話 03-3341-4043
FAX 03-3358-3976

ホームページ
https://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所

呉 竹 会東京医療
専門学校

　維持会費とは

　呉竹会では、会報発行や、各種呉竹会行
事の運営など、様々な活動をご支援いただ
くため、維持会費の納入を「くれたけだよ
り」秋号に振込用紙を入れ、皆様方にお願
いしております。
　維持会費は主に、学校と卒業生を繋ぐ「く
れたけだより」の発行に大きな役割を果た
しております。
　また、学校行事を支える役割も果たして
おります。
　これからの東京医療専門学校・呉竹会発
展のためにも、ご協力のほどよろしくお願
い申し上げます。

　維持会費振込先

　一口 1,000 円以上での納入をお願いして
おります。
　「くれたけだより」をお送りしている宛
名の用紙が振込用紙（郵便局）になってい
ます。

郵便振込以外で納入される場合は下記の銀
行口座をご利用ください
　みずほ銀行　四谷支店　普通預金口座
　　口座番号：1462711　口座名義：呉竹会
※振込人入力例：
　登録番号［123456（H-1234）宛名に印字
されています］＋クレタケ　タロウ
　必ず登録番号とお名前（カタカナ）を付
けてお振り込みください。

　「登録番号」の記入がないため、お振込
人が判明できない場合がございますのでご
注意ください。

維持会費の納入に
ご協力をお願いします

くれたけだより　令和５年　秋号第56号　 8令和５年10月１日


